
南

方
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
　 

比
島
作
戦
従
軍
の
思
い
出

戦
車
第
二
師
団
（
撃
兵
団
）
　 

愛
知
県
　
藤
田
利
雄
　 

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
一
月
十
五
日
、
私
は
兵
庫
県
神
戸

市
に
生
ま
れ
、
実
家
は
土
建
業
で
大
阪
で
育
っ
た
。
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）
年
徴
集
兵
で
、
中
部
第
四
十
九
部
隊
（
留
守
隊
）

に
昭
和
十
六
年
五
月
召
集
、
兵
庫
県
青
野
が
原
に
お
い
て
、
戦

車
第
六
連
隊
で
戦
車
教
育
、
操
縦
手
と
し
て
一
期
の
教
育
を
受

け
た
。
私
は
自
動
車
免
許
証
を
持
っ
て
い
た
の
で
操
縦
に
つ
い

て
は
自
信
が
あ
っ
た
。

戦
車
第
六
連
隊
が
南
方
へ
行
く
の
で
、
昭
和
十
六
年
十
月
初

め
留
守
部
隊
で
あ
る
我
々
も
出
動
し
た
。
神
戸
か
ら
宇
品
、
広

東
、
黄
埔
に
上
陸
し
待
機
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
我
々
は
何
も

判
ら
ず
駐
屯
、
民
家
に
入
り
、
戦
車
は
空
き
地
に
置
い
て
あ
っ

た
。昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
マ
レ
ー
半
島
、
シ
ン
ゴ
ラ
に
上

陸
し
た
の
だ
が
、
海
が
荒
れ
、
戦
車
を
船
艇
に
乗
せ
る
の
に
苦

労
し
た
。
マ
レ
ー
軍
の
抵
抗
に
あ
っ
た
が
、
出
血
は
な
く
上
陸

出
来
た
。
戦
車
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第
六
・
第
七
・
第
十
四

連
隊
で
あ
り
、
歩
兵
、
工
兵
等
も
共
に
上
陸
し
た
ら
し
い
。

私
は
連
隊
本
部
付
副
官
車
に
乗
っ
た
。
連
隊
の
編
成
は
連
隊

長
車
、
指
揮
班
長
車
、
副
官
車
、
通
信
車
、
連
絡
車
が
車
隊
本

部
の
戦
車
で
あ
り
、
他
に
ト
ラ
ッ
ク
、
輸
送
車
が
あ
る
。
各
中

隊
は
、
中
隊
長
車
、
三
個
小
隊
、
連
絡
車
で
あ
っ
た
。
一
個
小

隊
は
、
戦
車
の
み
三
輛
と
小
隊
長
車
の
四
台
。
連
隊
は
、
四
個



中
隊
、
整
備
中
隊
で
、
戦
車
は
改
造
前
の
九
七
式
中
戦
車
で
あ

り
、
砲
の
口
径
は
五
七
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

我
が
軍
の
中
戦
車
の
諸
元
は
、
重
量
一
三
・
七
ト
ン
、
砲
塔

装
甲
は
二
五
ミ
リ
、
砲
の
口
径
は
五
七
ミ
リ
、
重
機
関
銃
二

銃
、
口
径
七
・
六
ミ
リ
、
馬
力
一
七
〇
馬
力
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
米
軍
戦
車
Ｍ
３
戦
車
（
比
島
戦
最
期
は
Ｍ
４
）

は
、
我
が
軍
に
比
較
に
な
ら
ぬ
重
戦
車
で
あ
っ
た
。
Ｍ
４
の
諸

元
は
概
ね
次
で
あ
る
。
重
量
三
三
・
七
ト
ン
、
砲
口
径
六
七
ミ

リ
、
徹
甲
弾
の
貫
徹
能
力
一
一
〇
ミ
リ
。
Ｍ
３
は
重
量
一
二
・

七
ト
ン
、
砲
三
七
ミ
リ
、
重
機
関
銃
二
銃
、
口
径
七
・
六
ミ

リ
、
装
甲
五
一
ミ
リ
、
毎
時
速
度
五
七
キ
ロ
。

大
東
亜
戦
争
の
時
は
日
本
は
九
五
式
軽
戦
車
で
対
抗
し
た
と

い
う
。
九
五
式
軽
戦
車
の
諸
元
は
、
重
量
六
・
五
七
ト
ン
、
砲

三
七
ミ
リ
、
重
機
関
銃
二
、
装
甲
一
二
ミ
リ
、
時
速
四
〇
キ

ロ
。こ

の
よ
う
に
劣
勢
で
あ
っ
た
が
、
軍
の
外
国
情
報
は
無
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は
対
抗
は
出
来
な
い
。
敵
の
弾
丸

は
貫
通
す
る
と
高
温
が
出
て
、
煙
粉
で
目
を
や
ら
れ
、
火
傷
も

す
る
の
で
、
搭
乗
者
の
戦
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
一
発
敵

弾
が
当
た
れ
ば
日
本
の
戦
車
は
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
中
戦
車
に
は
、
弾
薬
八
〇
発
、
銃
弾
三
、
五
〇
〇
発

の
ほ
か
に
予
備
と
し
て
砲
弾
一
〇
〇
発
、
銃
弾
四
、
○
○
○
発

が
積
ま
れ
て
い
る
。
戦
車
の
中
は
火
薬
で
い
っ
ぱ
い
で
、
さ
な

が
ら
火
薬
庫
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
弾
が
当
た
る
と
高
熱
を

発
し
、
自
爆
し
て
し
ま
う
。

私
は
マ
レ
ー
、
満
州
、
比
島
で
山
下
閣
下
の
隷
下
に
い
た
。

マ
レ
ー
の
富
部
隊
、
満
州
第
三
七
三
部
隊
、
比
島
で
は
撃
一
二

九
四
部
隊
で
あ
る
。
山
下
大
将
は
不
運
な
将
軍
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
山
下
閣
下
は
独
逸
語
は
出
来
た
が
、
英
語
は
不
得
手

だ
っ
た
の
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
時
の
「
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
」

、
ま
た
顔
も
き
つ
か
っ
た
の
で
英
米
に
誤
解
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
部
下
に
は
思
い
や
り
の
あ
る
人
で
あ
っ

た
。昭

和
十
七
年
二
月
十
五
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
、
我
々
の

マ
レ
ー
戦
の
終
わ
り
は
昭
和
十
七
年
二
月
で
あ
り
、
満
州
大
連

上
陸
は
同
年
三
月
で
あ
る
。
大
連
か
ら
公
主
嶺
一
勃
利
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
戦
車
第
三
旅
団
が
い
て
、
警
備
、
演
習
と
対
ソ

戦
に
備
え
て
い
た
。



昭
和
十
七
年
の
戦
車
連
隊
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
戦
車
第

一
・
第
三
・
第
五
・
第
六
・
第
七
・
第
九
・
第
十
・
第
十
一
・

第
十
五
・
第
十
六
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

当
時
、
ソ
連
の
中
戦
車
は
七
六
ミ
リ
砲
で
重
量
三
七
ト
ン
で

あ
っ
た
こ
と
を
前
に
申
し
た
が
、
日
ソ
戦
に
な
れ
ば
歯
は
立
た

な
か
っ
た
と
思
う
。
戦
車
は
実
際
は
弱
い
武
器
で
、
制
空
権
が

無
け
れ
ば
勝
て
な
い
し
、
戦
車
は
そ
の
能
力
が
違
え
ば
勝
て
な

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
十
四
年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で

も
、
ま
た
、
昭
和
二
十
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
で
も
実
証
さ
れ
、

我
が
戦
車
隊
は
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
い
た
。

満
州
か
ら
急
遽
対
比
戦
に
お
け
る
、
我
が
隊
の
概
況
、
私
の

思
い
出
に
つ
い
て
申
し
述
べ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
攻
略
し
凱
旋
し
、
満
州
勃
利
に
駐
屯
、
対

ソ
戦
に
備
え
た
戦
車
第
二
師
団
、
戦
車
第
三
旅
団
（
満
州
第
三

七
三
部
隊
）
戦
車
第
六
連
隊
は
、
昭
和
十
九
年
八
月
、
師
団
動

員
に
て
勃
利
を
出
発
し
マ
ニ
ラ
着
上
陸
。

戦
車
第
二
師
団
（
撃
兵
団
）
撃
第
一
二
〇
九
四
部
隊
（
戦
車

第
六
連
隊
）
連
隊
本
部
副
官
車
、
戦
車
操
縦
士
と
し
て
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
郊
外
で
、
ゲ
リ
ラ
部
隊
の
抑
圧
の
た
め
駐
留
、
ゲ
リ
ラ

に
再
々
夜
襲
攻
撃
を
受
け
る
が
鎮
圧
す
る
。
後
に
命
に
よ
り
転

進
。
昭
和
十
九
年
十
二
月
マ
ニ
ラ
着
、
市
内
警
備
。

昭
和
二
十
年
一
月
、
米
軍
上
陸
に
備
え
マ
ニ
ラ
出
発
、
敵
戦

車
は
Ｍ
４
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
戦
車

と
戦
車
の
戦
い
は
、
個
々
の
戦
車
の
持
つ
性
能
に
よ
り
決
ま

る
。
我
が
軍
の
戦
車
と
Ｍ
４
で
は
戦
闘
に
な
ら
な
い
。「
い
よ

い
よ
先
陣
訓
〔
参
考
資
料
〕
の
時
が
来
た
」
と
独
り
言
を
言

う
。
敵
の
戦
車
に
我
が
方
の
徹
甲
弾
は
通
ら
な
い
だ
ろ
う
。
敵

戦
車
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
切
断
か
、
榴
弾
を
使
っ
た
方
が
良
か
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
ム
ニ
オ
ス
郊
外
に
入
り
、
夜
戦
車
壕
を

掘
り
、
朝
ま
で
に
戦
車
を
入
れ
て
、
ト
ー
チ
カ
陣
地
を
完
成
。

数
日
後
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
（
Ｐ38

）
ほ
か
爆
撃
機
約
一
〇
機
飛
来

し
猛
烈
な
爆
撃
を
受
け
た
。
引
き
続
い
て
砲
撃
、
さ
ら
に
続
い

て
歩
兵
を
伴
う
十
数
輌
の
Ｍ
４
戦
車
と
砲
戦
を
交
え
た
。
我
が

陣
地
損
害
は
部
隊
長
戦
死
、
ま
た
、
指
揮
班
長
車
偵
察
に
出
発

し
た
が
帰
ら
ず
（
車
長
は
指
揮
班
長
高
橋
少
佐
が
行
方
不
明
の

た
め
に
代
理
将
校
、
そ
の
他
ト
ー
チ
カ
陣
地
が
強
靭
な
底
力
を

発
揮
し
た
。
後
任
部
隊
長
は
部
隊
副
官
高
橋
少
佐
就
任
）

。
対



戦
車
戦
と
し
て
「
Ｍ
４
に
発
見
さ
れ
、
狙
わ
れ
た
ら
、
ど
う
す

る
か
」
と
い
う
問
題
で
、
最
終
的
に
は
徹
甲
弾
で
な
く
榴
弾
射

撃
で
Ｍ
４
戦
車
を
盲
目
化
す
る
こ
こ
こ
な
っ
た
。

二
日
後
、
Ｍ
４
数
十
輛
が
歩
兵
を
随
伴
し
、
陣
地
四
方
を
包

囲
、
攻
撃
し
て
来
た
と
き
、
全
戦
車
が
陣
地
を
出
て
交
戦
、
榴

弾
射
撃
に
よ
り
、
側
面
や
軌
道
部
を
狙
う
機
会
を
得
て
、
敵
に

損
害
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
の
操
縦
す
る
副
官
車
は
、
走
行
中
、
操
縦
席
の
窓
よ
り
機

関
砲
弾
が
飛
び
込
み
、
砲
手
に
命
中
戦
死
、
車
内
高
温
と
な

り
、
煙
粉
に
よ
り
全
員
一
時
盲
目
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
火
傷
を

負
う
。
後
、
盲
目
運
転
前
進
中
、
ま
た
敵
徹
甲
弾
が
キ
ャ
タ
ピ

ラ
に
被
弾
、
切
断
す
る
。
た
め
に
戦
車
は
停
止
、
さ
ら
に
第
二

弾
は
砲
塔
に
命
中
す
る
が
、
角
度
不
良
の
た
め
跳
飛
し
て
事
無

き
を
得
た
（
幸
運
に
も
命
中
し
た
砲
弾
が
焼
夷
徹
甲
弾
で
な

か
っ
た
の
で
、
鋼
鉄
を
溶
か
す
高
熱
に
よ
り
、
戦
車
炎
上
を
免

れ
た
）

。

車
長
命
令
「
部
隊
長
車
を
除
き
、
全
員
下
車
、
操
縦
士
は
戦

車
に
火
を
付
け
、
爆
破
せ
よ
」
で
あ
っ
た
。
燃
料
ポ
ン
プ
の
配

管
を
外
し
、
軽
油
を
底
部
弾
庫
の
上
に
流
し
、
大
量
の
通
信
紙

に
点
火
、
そ
れ
を
油
溜
り
に
点
火
し
て
下
車
、
炎
上
を
見
届
け

る
た
め
に
、
乗
員
と
共
に
暫
く
戦
車
を
見
て
い
た
。
砲
塔
か
ら

赤
い
火
明
か
り
が
見
え
、
第
一
回
目
爆
音
を
聞
い
て
転
進
し

た
。
我
々
は
、
愛
車
と
い
う
よ
り
最
愛
の
最
も
重
要
な
兵
器
を

自
分
の
手
で
爆
破
炎
上
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｍ
４
戦
車
は
動
く
要
塞
、
動
く
悪
魔
の
使

者
の
よ
う
に
感
じ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
日
本
軍
の
戦
車
は
米
軍
と
の
戦
車
戦
で

全
滅
し
た
。
前
に
両
軍
の
戦
車
の
諸
元
を
申
し
た
が
、
日
本
の

軽
戦
車
と
米
軍
の
Ｍ
３
中
戦
車
、
日
本
の
中
戦
車
も
米
軍
の
Ｍ

４
戦
車
だ
か
ら
勝
負
に
な
ら
な
か
っ
た
。
孫
子
の
兵
法
で
は
な

い
が
、
結
果
的
に
は
、
我
が
部
隊
は
全
滅
し
た
。
生
き
て
い
た

の
は
副
官
と
私
と
機
関
銃
の
銃
手
（
通
信
士
）

、
車
長（
少
尉
）

だ
け
だ
っ
た
、

我
々
は
血
ま
み
れ
だ
っ
た
。
後
ろ
の
戦
車
の
砲
手
が
や
ら
れ

た
の
は
判
っ
た
が
、
夜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
他
の
車
は
不

明
だ
っ
た
。「
砲
と
弾
を
は
ず
せ
」
と
の
命
令
が
あ
っ
た
が
、

我
々
は
運
べ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
、
私
は
血
の
臭
い
に
敏

感
に
な
り
、
血
の
臭
い
を
か
ぐ
と
興
奮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。



だ
か
ら
、
そ
の
後
に
他
の
人
が
死
ん
で
も
何
と
も
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

「
敵
を
知
ら
ず
己
も
知
ら
な
い
大
本
営
や
参
謀
本
部
の
将
校

達
は
、
大
学
で
何
を
学
ん
で
い
た
の
か
、
何
を
教
え
て
い
た
の

か
、
汝
の
敵
で
あ
る
米
軍
の
強
大
な
戦
力
を
身
を
も
っ
て
知
っ

た
の
は
、
■
れ
て
逝
っ
た
多
数
の
英
霊
な
の
だ
」
と
怒
っ
て
い

た
先
輩
の
言
葉
通
り
で
あ
っ
た
。

私
は
マ
レ
ー
か
ら
継
続
し
て
戦
っ
た
の
で
、
戦
闘
が
怖
い
と

い
う
よ
り
、
死
の
恐
怖
に
よ
り
血
の
気
が
無
く
な
り
、
体
が
震

え
、
手
足
が
痙
攣
し
、
気
の
弱
い
者
は
失
神
す
る
者
も
い
た
。

い
よ
い
よ
戦
車
を
爆
破
し
転
進
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
私
が

戦
車
の
操
縦
士
と
し
て
体
験
し
た
こ
と
を
申
し
て
み
る
。
戦
車

を
操
縦
す
る
の
だ
が
、
戦
闘
中
は
一
二
セ
ン
チ
幅
、
二
ミ
リ
の

高
さ
の
■
か
な
窓
と
い
う
よ
り
厚
い
ガ
ラ
ス
を
通
し
、
し
か
も

前
方
両
側
方
し
か
見
え
な
い
。
車
が
震
動
す
る
か
ら
ほ
と
ん
ど

前
が
見
え
な
い
。
瞬
間
し
か
見
え
な
い
。
こ
の
教
育
を
内
務
班

で
す
る
の
は
、
二
ミ
リ
×
一
二
セ
ン
チ
の
箱
を
眼
に
縛
り
付
け

て
一
日
中
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
動
か
な
い
の
で
、
そ
の
後
、

実
際
は
上
下
、
左
右
に
動
く
訓
練
を
す
る
。
普
通
の
人
は
見
え

ず
と
も
訓
練
に
よ
り
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
戦
車
は
デ
ィ
ー
ゼ

ル
故
、
音
が
ひ
ど
く
、
車
内
が
熱
く
、
体
臭
が
汗
や
尿
の
臭
い

に
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
中
で
の
戦
闘
だ
か
ら
感
覚
が
鋭
敏
に

な
り
興
奮
し
て
き
て
、
敵
と
の
距
離
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う

に
な
る
。
戦
闘
の
場
合
に
は
不
思
議
な
特
性
を
発
揮
す
る
ら
し

い
。
従
っ
て
操
縦
士
は
眼
鏡
を
か
け
た
人
は
と
ら
ず
、
視
力
は

一
・
〇
～
一
・
二
は
な
い
と
不
採
用
で
あ
っ
た
。

話
を
元
に
戻
す
。
戦
車
を
破
壊
炎
上
さ
せ
た
我
が
戦
車
の
将

校
一
、
下
士
官
三
、
兵
二
の
六
人
は
、
集
結
地
に
向
け
出
発
し

た
。
夜
間
移
動
で
昼
間
は
大
き
な
木
陰
、
ま
た
は
草
む
ら
で
休

養
す
る
。
食
糧
は
毎
日
水
だ
け
で
の
移
動
だ
が
、
全
員
元
気
で

八
日
間
の
転
進
に
団
結
し
て
よ
く
耐
え
た
と
思
う
。
武
器
は
車

外
員
よ
り
得
た
手
榴
弾
一
発
を
自
決
用
に
携
帯
し
た
。

八
日
間
の
転
進
後
、
地
名
は
不
明
だ
が
友
軍
に
出
会
い
、
少

量
の
食
糧
を
分
け
て
も
ら
っ
た
が
旨
か
っ
た
。
人
間
の
食
物
と

は
こ
ん
な
に
旨
い
物
か
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
翌
日
、
転
進
し

て
来
た
戦
友
と
再
開
し
部
隊
の
状
況
を
聞
く
と
、
車
輌
は
全

滅
、
乗
員
も
多
数
の
戦
死
者
が
出
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
集

結
点
に
到
着
し
、
部
隊
の
生
存
者
と
合
流
し
転
進
、
各
所
で
戦



闘
隊
形
を
整
え
な
が
ら
、
他
隊
の
合
流
者
を
含
め
隊
員
が
増
加

し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
部
隊
は
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
に
到
着
し
、
防

衛
陣
地
の
構
築
に
着
手
、「
こ
の
峠
を
死
守
せ
よ
」
の
命
令
が

下
っ
た
。
峠
の
下
に
は
米
軍
が
続
々
と
集
結
し
て
い
る
。
到
着

以
来
四
ヵ
月
、
数
度
の
大
規
模
な
爆
撃
と
、
日
米
一
触
即
発
の

毎
日
が
続
い
た
。

山
中
陣
地
の
将
兵
は
食
糧
不
足
と
水
不
足
、
加
え
て
湿
気
に

悩
ま
さ
れ
て
体
力
、
気
力
が
共
に
削
減
す
る
、
さ
ら
に
、
蚤
、

ヒ
ル
、
頑
固
な
疥
癬
で
憔
悴
す
る
者
が
続
出
し
た
。
こ
の
た
め

気
の
弱
い
者
な
ら
発
狂
し
そ
う
な
状
態
で
あ
る
。
私
も
志
願

し
、
数
度
出
撃
し
た
が
、
任
務
は
敵
の
幕
舎
及
び
倉
庫
の
破

壊
、
爆
破
、
並
び
に
食
糧
の
確
保
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
に
な
り
、
米
軍
は
バ
レ
テ
峠
を
陥
落
し
移

動
が
始
ま
る
。
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
前
面
の
米
軍
は
ほ
と
ん
ど
姿
を

消
し
た
。
バ
レ
テ
峠
を
死
守
玉
砕
し
た
鉄
兵
団
（
第
十
師
団
）

及
び
、
そ
の
他
の
部
隊
の
英
霊
に
対
し
、
鎮
魂
を
お
祈
り
し

た
。
そ
の
時
、
軍
よ
り
「
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
死
守
」
の
命
令
が
解

除
さ
れ
、
部
隊
は
転
進
を
開
始
し
た
、

七
月
、
サ
リ
ナ
ス
の
山
中
に
集
結
、
戦
車
隊
は
歩
兵
と
し

て
、
伏
兵
的
遊
撃
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
若
干
の
小
銃
と
機
関

銃
、
爆
薬
で
Ｍ
４
戦
車
隊
に
決
死
の
弱
点
攻
撃
を
か
け
る
。
Ｍ

４
戦
車
と
歩
兵
に
損
害
を
与
え
、
Ｍ
４
戦
車
一
輌
擱
座
、
一
両

を
炎
上
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

私
は
こ
の
戦
闘
で
大
■
部
に
貫
通
銃
創
を
受
け
る
。
時
間
が

経
過
す
る
と
共
に
、
大
■
部
に
錐
を
打
ち
込
ま
れ
た
よ
う
に
右

脚
が
動
か
な
く
な
っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ
自
決
の
時
か
と
思
っ

た
が
、
報
告
の
た
め
山
上
よ
り
頭
か
ら
滑
り
な
が
ら
降
り
て
、

部
隊
本
部
に
報
告
し
、
後
に
軍
医
か
ら
手
当
て
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
た
。

本
隊
と
別
行
動
で
、
先
行
転
進
命
令
を
受
け
る
。
行
き
先

ば
、
桜
町
（
キ
ア
ン
ガ
ン
）
で
途
中
誘
導
者
が
出
る
か
ら
、
そ

の
指
示
に
よ
り
行
動
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
行
者
左

脚
負
傷
者
一
人
で
、
二
人
三
脚
で
出
発
、
地
図
も
食
糧
も
無

く
、
戦
況
も
距
離
も
判
ら
ず
い
よ
い
よ
死
の
行
軍
で
あ
る
。

本
隊
を
出
発
し
て
三
キ
ロ
程
進
む
と
の
倉
庫
が
あ
り
、

残
留
兵
よ
り
米
を
靴
下
に
各
人
一
袋
宛
で
受
け
取
る
。
量
に
制

限
は
無
い
の
だ
が
、
歩
行
困
難
な
我
々
に
は
、
こ
れ
以
上
持
て



な
か
っ
た
。
そ
の
後
一
キ
ロ
程
行
き
、
敵
の
迫
撃
砲
の
洗
礼
を

受
け
る
。
同
行
者
が
被
弾
で
倒
れ
る
。
重
傷
で
あ
る
の
で
手
当

て
の
方
法
は
止
血
以
外
に
な
く
、
三
角
巾
で
止
血
を
し
た
が
一

時
間
後
死
亡
。
小
指
を
何
と
か
切
り
取
り
、
遺
体
を
簡
単
に
埋

め
た
。

敵
が
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
足
を
引
き
ず
り

な
が
ら
杖
を
頼
っ
て
急
ぎ
そ
の
場
を
離
れ
た
。
行
動
開
始
の
時

か
ら
、
痛
み
と
共
に
だ
ん
だ
ん
脚
の
動
き
が
不
自
由
に
な
る
。

毎
日
の
食
物
確
保
す
る
た
め
に
芋
畑
を
探
す
。
幸
い
に
山
中
に

は
ま
だ
芋
畑
が
あ
り
、
芋
は
無
い
が
葉
と
茎
が
あ
る
。
だ
が
傾

斜
面
が
多
い
の
で
私
に
は
採
取
出
来
な
い
。
し
か
し
、
何
と
か

少
量
確
保
し
て
飢
え
を
凌
い
だ
。
行
動
を
開
始
し
一
週
間
で
脚

が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ま
す
ま
す
飢
え
て
体
力
が
衰

え
て
い
る
の
が
解
る
。
い
よ
い
よ
自
決
の
覚
悟
を
し
よ
う
と

思
っ
た
。
そ
の
時
、
途
中
で
出
会
っ
た
女
性
の
言
葉
を
思
い
出

し
た
「
兵
隊
さ
ん
は
限
界
ま
で
待
た
ず
力
を
抜
い
て
、
諦
め
が

早
く
粘
り
が
無
い
」
と
話
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。

私
は
頑
張
る
気
に
な
る
。
ま
ず
脚
が
動
け
る
状
態
に
す
る
こ

と
を
考
え
る
。
銃
瘡
の
入
口
と
出
口
を
■
び
た
ナ
イ
フ
で
切
開

し
た
が
、
痛
く
て
飛
び
上
が
る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
内
部
の
膿
を

搾
り
出
し
た
。
傷
口
に
古
い
包
帯
片
を
挿
入
し
肉
盛
り
を
防
い

だ
の
で
、
動
き
が
大
分
楽
に
な
っ
た
。
脚
の
中
の
膿
で
動
き
辛

い
の
が
わ
か
っ
た
。

私
は
同
行
者
の
激
励
も
無
く
、
飢
餓
地
獄
と
戦
い
、
戦
傷
と

い
う
ハ
ン
デ
ィ
と
戦
い
な
が
ら
、
最
後
ま
で
生
き
抜
く
こ
と
を

心
に
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
一
ヵ
月
、
毎
日
起
き
る
と
手
榴

弾
を
握
り
締
め
て
か
ら
脚
の
膿
を
搾
る
、
物
凄
く
痛
む
が
、
こ

れ
に
約
一
時
間
半
。
食
糧
の
確
保
と
食
事
に
約
三
時
間
、
誘
導

標
識
に
従
っ
て
日
暮
れ
ま
で
、
本
隊
に
追
い
着
く
た
め
の
移

動
、
時
に
は
誘
導
の
士
官
が
、
わ
ざ
わ
ざ
持
参
の
食
料
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
隊
で
毎
日
休
ま
ず
確
実
に
移
動
し

て
い
る
戦
車
兵
の
こ
と
が
■
に
な
り
、
申
し
送
り
で
大
切
な
食

料
を
援
助
し
て
く
れ
た
こ
と
を
後
で
知
っ
た
。
有
り
難
く
頭
が

下
が
る
思
い
だ
っ
た
。

八
月
、
キ
ア
ン
ガ
ン
に
近
い
山
中
の
本
隊
に
無
事
到
着
、
部

隊
長
よ
り
慰
労
の
言
葉
を
頂
き
、
報
わ
れ
た
気
持
ち
が
し
た
。

痩
せ
衰
え
、
片
脚
負
傷
、
軽
い
マ
ラ
リ
ア
で
も
敵
の
姿
を
見
て

は
、
覚
悟
も
決
ま
る
。
恐
怖
心
は
無
い
。
時
々
前
の
山
の
頂
上



に
自
動
車
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
よ
い
よ
砲
撃
も
近
い
、

毎
日
山
を
見
る
。

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
日
、
敗
戦
を
知
ら
さ
れ
る
。
来
る
べ

き
時
が
来
た
。
今
ま
で
の
戦
闘
で
、
よ
く
生
き
て
来
ら
れ
た
と

思
う
。
数
日
後
、
武
装
解
除
で
山
を
下
り
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ

る
。
い
よ
い
よ
下
山
武
装
解
除
さ
れ
、
収
容
所
に
入
る
。
私
は

ト
レ
ー
ラ
ー
の
使
役
に
出
た
が
、
米
軍
の
治
療
で
傷
は
治
っ

た
。十

一
月
三
日
、
マ
ニ
ラ
港
か
ら
駆
逐
艦
に
乗
り
、
鹿
児
島
に

上
陸
、
召
集
解
除
、
復
員
と
な
っ
た
。

〔
参
考
資
料
〕

戦
陣
訓
抄

「
恥
を
知
る
者
は
強
し
。

常
に
郷
党
家
門
の
面
目
を
思
ひ
、

■
々
奮
励
し
て
其
の
期
待
に
答
ふ
べ
し
。

生
き
て
虜
囚
の
辱
を
受
け
ず
、
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を

残
す
こ
と
勿
れ
」

【
解

説
】

藤
田
利
雄
氏
の
体
験
、
戦
車
第
二
師
団
の
苦
戦
に
あ
る
ご
と

く
、
比
島
の
犠
牲
は
軍
民
合
わ
せ
て
五
一
万
八
〇
〇
〇
人
に
達

し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
九
日
、
ル
ソ
ン
島
攻
撃
の
ア
メ
リ
カ
軍

は
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
を
開
始
し
た
。
上
陸
し
た
ア
メ
リ

カ
軍
は
、
有
力
な
部
隊
を
マ
ニ
ラ
に
向
け
て
南
下
さ
せ
、
マ
ニ

ラ
市
で
は
日
米
両
軍
の
激
し
い
攻
防
戦
の
後
、
日
本
の
マ
ニ
ラ

防
衛
軍
は
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
逐
次
ル
ソ
ン
島
中
部
山
岳
地
帯
に
後
退
し
た
第
十
四

方
面
軍
主
力
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
主
力
の
空
陸
か
ら
の
攻
撃
に
よ

り
、
多
数
の
人
員
を
失
い
、
加
え
て
、
食
糧
は
枯
渇
し
補
給
は

無
く
、
栄
養
失
調
症
、
マ
ラ
リ
ア
、
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
た
め

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

こ
の
た
め
在
留
邦
人
等
の
子
女
を
含
め
、
軍
民
の
戦
没
者
は

前
記
の
ご
と
く
五
一
万
八
〇
〇
〇
人
の
多
く
に
達
し
、
先
の
大

戦
中
最
大
の
犠
牲
を
出
し
て
い
た
。
特
に
ル
ソ
ン
島
で
は
追
い

つ
め
ら
れ
た
民
間
人
は
実
に
悲
惨
で
あ
っ
た
と
い
う
。




